
決算書を読みこなす

第1単元

皆さんが、会計や決算書について学ぶ目的は何でしょうか？「取引先の与信
管理に実務的な会計の知識が必要だから」「最近、自分の会社の経営成果が気に
なる」「管理職になったら決算書くらい読めるようにしないと…」など、動機は
さまざまでしょう。

本コースは、会計・ファイナンス※の実務的な知識やその活用法について学
習するものですが、その中で第 1 単元のねらいは、ずばり「決算書を読みこな
す」力をつけることにあります。そこで、決算書を「読んでみる」→「読み解く」
→「読みこなす」と、段階的に力がつくような章立てとなっています。

一般に、会計を勉強しようとすると、決算書の「作り方」から始まり、仕訳
のルールや勘定科目を覚えることから始めるので、実際の決算書を読んで分析
ができるようになるまでに、相当な時間と忍耐力（？）を要します。これでは、
せっかくおいしい料理を作ろうと思って良い材料を買ってきたのに、作り方が
難しくて途中で放り出し、結局食べられないのと同じです。

決算書は、ルールの反復練習や暗記をしなくても、読む人の立場や目的に応
じて、読みこなして活用できるものです。そのために、第 1 単元の構成は“全
体の理解から部分の説明へ”という流れで進んでいきます。
※　本コースでは、「財務」のことを「ファイナンス」と呼んで解説しています。
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企業価値を高める

第2単元

「株主重視の経営」が叫ばれる中で、企業価値を高めることが経営者や管理者の使命であ
るという考え方が、規模の大小を問わず、日本企業にも浸透し始めているようです。そこ
で、第 2単元では「企業価値」というテーマを取り上げ、その意味や算定方法、そして、
どうすれば企業価値を高めることができるのか、という点について学びます。
現在、企業価値や事業投資の評価方法として主流となっているのは、キャッシュフロー、

現在価値、資本コストなどのキーワードをもとにしたDCF�（割引キャッシュフロー）法や
NPV（正味現在価値）法です。こうした手法はファイナンスの理論にもとづいていますが、
ここでは、その難解な理論についてやさしく感覚的にとらえられるように説明していきます。
まず、第 1章において、企業価値を算定するためのファイナンス理論のエッセンスを説

明します。続く第 2章で、現在もっともよく使われているDCF法について説明します。
そして、第 3章と第 4章ではそれぞれ、企業の資金調達の面と資金運用の面に分けて、企
業の財務活動の重要ポイントを説明していきます。最後に第 5章において、実務的な企業
価値の評価方法を学び、あわせて企業価値を高める具体的な方策について考えます。
この第 2単元を学習し終えたとき、皆さんは、これまで売上高や利益などの視点で見て

いた自分の会社や他の企業を、まったくちがうファイナンスの視点から見ることができる
ようになっているはずです。

単元のねらい
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管理会計を
意思決定に活かす

第3単元

管理会計とは、会計的情報をマネジメントや経営改善に活かす手法の総称で、マネジャー
の“強力な武器”となるものです。複式簿記のルールや決算書の様式にしたがい、外部への
報告を主な目的とする財務会計とのちがいは、費用に対する考え方にあります。
そこで第1章では、管理会計の基本である変動費と固定費、限界利益の考え方を例題で

わかりやすく解きほぐし、「管理会計はこんなことに使えるのか」と実感していただきます。
第2章では、前章の内容を一般化した損益分岐点分析を学習します。損益分岐点の考え

方を知っていれば、目標利益の達成に必要な売上高算出や部門別業績管理に応用できます。
第3章では、工場の現場で発展してきた伝統的な原価管理の方法について学びます。と

くに、代表的な手法として標準原価計算を取り上げます。
第4章では、伝統的な原価管理の弱点を克服するために考案された原価企画とABCを学

習します。生産工程よりも上流から原価を「作り込む」という考え方をもつのが原価企画、
間接費の配賦という宿題を解決するために考えられたのがABCです。
最後の第5章では、単なる管理会計の手法というよりは、経営管理の領域における新し

い手法であるEVAとバランスト・スコアカードについて学びます。
第5章までの学習を終えた時、あなたの頭の中では、自分の会社にはどんな管理会計の

手法が適しているのか、というイメージが膨らんでいることでしょう。
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